
第 3 2 条の５  少量危険物を 貯蔵し 、 又は取り 扱う 地下タ ン ク に危険物を 収納する 場合は、 当該タ

ン ク の容量を 超えてはなら ない。（ ほ）  

２  少量危険物を 貯蔵し 、 又は取り 扱う 地下タ ン ク の位置、 構造及び設備の技術上の基準は、 前条

第２ 項第３ 号から 第５ 号ま で及び第７ 号の規定の例によ る ほか、 次のと おり と する 。（ す）（ ほ）  

⑴ 地盤面下に設けら れたコ ン ク リ ート 造り 等のタ ン ク 室に設置し 、 又は適当な防水措置を 講じ

た厚さ 1 5 セン チメ ート ル（ 側方及び下方にあつては、 3 0 セン チメ ート ル） 以上のコ ン ク リ

ート で被覆し て地盤面下に設置する こ と 。 ただし 、 第４ 類の危険物のタ ン ク で、 その外面が危

険物規則第 2 3 条の２ の規定の例によ り 保護さ れている 場合又は腐食し 難い材質で造ら れてい

る 場合にあつては、 こ の限り でない。（ ほ）  

 ⑵ 自動車等によ る 上部から の荷重を 受ける おそれのある タ ン ク にあ つては、 当該タ ン ク に直接

荷重がかから ないよ う にふたを 設ける こ と 。  

 ⑶ タ ン ク は、 堅固な基礎の上に固定さ れている こ と 。  

 ⑷ タ ン ク は、厚さ 3 .2 ミ リ メ ート ル以上の鋼板又はこ れと 同等以上の強度を 有する 金属板若し

く はこ れと 同等以上の性能を 有する ガラ ス 繊維強化プラ ス チッ ク で気密に造る と と も に、 圧力

タ ン ク を 除く タ ン ク にあつては 7 0 キ ロ パス カルの圧力で、 圧力タ ン ク にあつては最大常用圧

力の 1 .5 倍の圧力で、 それぞれ 1 0 分間行う 水圧試験において、 漏れ、 又は変形し ないも ので

ある こ と 。（ つ）  

 ⑸ 危険物の量を 自動的に表示する 装置又は計量口を 設ける こ と 。 こ の場合において、 計量口を

設ける タ ン ク については、 計量口の直下のタ ン ク の底板にその損傷を 防止する ための措置を 講

ずる こ と 。  

 ⑹ タ ン ク の配管は、 当該タ ン ク の頂部に取り 付ける こ と 。  

 ⑺ タ ン ク の周囲に２ か所以上の管を 設ける こ と 等によ り 当該タ ン ク から の液体の危険物の漏

れを 検知する 設備を 設ける こ と 。（ ほ）  

 

【 解説】  

 本条第 1 項は、 地下タ ン ク に少量危険物を 収納する 場合も 前条第１ 項と 同様にタ ン ク の容量（ タ

ン ク 実容積の 9 0 パーセン ト ） を 超えて収納し てはなら ないこ と を 規定し たも のである 。  

第２ 項は、 少量危険物を 貯蔵し 、 又は取り 扱う 地下タ ン ク の位置、 構造及び設備の技術上の基準に

ついて規定し ている 。  

なお、 複数の地下タ ン ク がタ ン ク 室、 基礎又はふたを 共有し て設けら れている 場合で、 タ ン ク 容量

の合計が指定数量の５ 分の１ 以上指定数量未満と なる と き は、一の少量危険物貯蔵取扱所と し 、タ ン

ク 容量の合計が指定数量以上と なる と き は、 一の地下タ ン ク 貯蔵所と し て規制を 受ける も のである 。 

 

１  第２ 項第１ 号 

  本号では、 埋設の方法を 規定し ている 。  

  タ ン ク 室に設置する 場合は、危険物の蒸気の滞留を 防止する ため、乾燥砂等を タ ン ク 室に充塡す

る 必要がある 。  



  ただし 書の例と し ては、エポキシ樹脂及びウ レ タ ン エラ ス ト マー樹脂等によ り 防食措置を 施し た

タ ン ク 又はガラ ス 繊維強化プラ ス チッ ク （ FRP） で造ら れたタ ン ク 等がある 。 ま た、 FRP タ ン ク

のよ う に腐食し 難い材質で造ら れたも のは、 外面保護も 要し ない。  

  なお、 強化プラ ス チッ ク 製二重殻タ ン ク の設置方法については、「 強化プラ ス チッ ク 製二重殻タ

ン ク にかかる 規定の運用について」（ 平成７ 年３ 月 2 8 日付け消防危第 2 8 号） で基準が示さ れて

いる 。  

 

２  第２ 項第２ 号 

  ふたは、鉄筋コ ン ク リ ート 造り の支柱又は鉄筋コ ン ク リ ート 管を 使用し た支柱等によ り 支える 構

造を いう 。（ 図 3 2 の５ －１ 参照）  

 

図 3 2 の５ －１  ふたを 支柱によ っ て支える 例 

 

 

３  第２ 項第３ 号 

  地下タ ン ク を 基礎に固定する 方法は、タ ン ク を 直接基礎に固定する も のではなく 、締め付けバン

ド 及びアン カーボルト 等によ り 固定する も のと する 。こ の場合、締め付けバン ド 及びアン カーボル

ト 等にも 、 さ び止め塗装が必要である 。  

 

４  第２ 項第４ 号 

  地下タ ン ク の材質・ 板厚等は次によ る こ と 。  

 ⑴ 地下タ ン ク の場合は、少量危険物用のも のであっ ても 指定数量以上の地下貯蔵タ ン ク と 同様に

3 .2 ミ リ メ ート ル以上の鋼板（ S S 4 0 0 ）又はこ れと 同等以上の強度を 有する 金属板若し く は FRP

で造る こ と と さ れている 。  
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⑵ 「 同等以上の強度を 有する 金属板」 は、 次式によ り 算出さ れた数値以上の板厚でなければなら な

い。  

               ｔ ： 使用する 金属板の厚さ （ ミ リ メ ート ル）  

  ｔ ＝           σ： 使用する 金属板の引張り 強さ（ ニュ ート ン 毎平方ミ リ メ ート ル） 

 

⑶ 「 圧力タ ン ク 」 と は、 本条及び次条で最大常用圧力が正圧又は負圧で 4 6 .7 キロ パス カル以上の

も のを いう 。  

５  第２ 項第５ 号 

  「 自動的に表示する 装置」 については、 前条第２ 項第６ 号の解説を 参照する こ と 。  

  「 損傷を 防止する ための措置」 と は、 計量棒があたる 部分にタ ン ク 本体と 同じ 材質、 板厚のあて

板を 溶接する 措置を いう 。  

６  第２ 項第６ 号 

  地下タ ン ク の配管は、危険物の漏えいの可能性を 極力小さ く する ために、当該タ ン ク の本体の頂

部に取り 付ける こ と 。  

７  第２ 項第７ 号 

  漏れ検査管は、タ ン ク 又はタ ン ク に接続する 配管から の危険物の漏えいの有無を 調べる ため、地

下水位の位置等を 考慮し て、 適切な位置に２ 箇所以上設ける こ と を 定めたも ので、 その材質、 構造

等は次によ る こ と 。（ 図 3 2 の５ －２ 及び図 3 2 の５ －３ 参照）  

  

図 3 2 の５ －２  漏れ検査管設置例 

 

⑴ 材質は、 金属又は硬質塩化ビ ニールと する こ と 。  

 ⑵ 深さ は、 地盤面から タ ン ク 基礎ま でと する こ と 。  

 ⑶ 構造は、 小孔を 有する 二重管と する こ と 。 ただし 、 タ ン ク の水平中心線から 上部は、 小孔のな

い単管と する こ と ができ る 。  

 ⑷ 上端部は、 水が浸透し ないよ う にふたを 設け、 かつ、 ふたは点検等の際容易に開放でき る も の 
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と する こ と 。  

 ⑸ ２ 以上の地下タ ン ク を １ メ ート ル以下に接近し て隣接し て設ける 場合は、漏れ検査管を 共有し

ても よ いも のである こ と 。  

 

図 3 2 の５ －３  漏れ検査管構造の例 
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